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撮

綬

識

略

と

清

水

河

鹿

志

水
野
編
輯
子
か
ら
豪
産
の
芳
志
と
瀞
記
に
つ
い
て
善
く
や
う

依
頼
も
さ
れ
､
自
分
で
も
書
-
心
昇
で
ゐ
た
の
で
す
が
､
遂
に

果
す
こ
と
が
で
き
ず
愉
悦
に
埠

へ
ま
せ
ん
｡
溶
記
の
方
は
と
も

か
-
芳
志
は
朱
士
嘉
の
中
国
地
方
志
綜
錬

(史
単
年
報
の
第
十

周
年
紀
念
特
刊
に
は
そ
の
補
編
が
載
っ
て
ゐ
ま
す
)
の
や
う
な

便
利
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
'
そ
れ
を
た
よ
り
に
調
べ
れ
ば

宜
し
か
ら
う
と
簡
輩
に
考

へ
て
ゐ
･た
の
で
す
｡

一
腰
今
謂
ふ
所

の
豪
産
と
は
前
の
察
恰
爾

･
縁
遠
両
省
に
山
西
省
北
部

(前
清

時
代
の
大
同

･
朔
平
面
府
の
霞
城
)
を
加

へ
た
地
域
を
斥
す
の

で
す
か
ら
'
朱
氏
の
日
銀
も
そ
の
罷
域
の
も
の
を
日
常
に
す
れ

ば
よ
い
鍔
で
す
｡
こ
の
連
は
北
京
団
書
館
所
蔵
の
も
の
'
殊
に

北
京
鳳
書
館
だ
け
に
域
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
の
で
'
北

京
圃
善
館

へ
駈
け
付
け
た
の
で
す
が
忽
ち
酎
齢
を
来

し
ま

し

た
｡
と
い
ふ
の
は
､
北
京
圃
書
館
だ
け
に
域
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や

う
な
も
の
は
天
下
の
橋
本
で
あ
る
葦
で
す
か
ら
'
事
奨
前
逸
早

痩

三

-
南
方

へ
運
び
去
ら
れ
'
北
京
に
は
頻
っ
て
ゐ
な
か
,つ
た
の
で

す
｡
泡
の
や
う
な
こ
と
を
考

へ
て
ゐ
た
自
分
が
情
な
-
な
っ
て

カ
ー
ド
を
無
暗
と
検
来
し
.た
こ
と
で
し
た
｡
そ
の
中
で
綜
緩
識

略
を
検
出
し
え
た
こ
と
だ
け
は
せ
め
て
も
の
慰
め
で
す
｡

こ
の
善
は
'
昨
年
私
が
北
京

へ
来
て
以
来
購
入
し
ょ
う
と
探

し
求
め
て
ゐ
た
も
の
な
の
で
す
｡
茸
は
昨
夏
東
熊
文
化
協
議
骨

に
や
っ
て
来
ら
れ
た
朋
m
先
生
に
従
っ
て
博
樹
湘
氏
を
訪
れ
た

際
'
侍
氏
の
編
修
さ
れ
て
ゐ
る
緩
速
通
志
の
稿
本
を
見
せ
て
貰

ひ
ま
し
た
｡
そ
れ
に
は
こ
の
韓
綬
識
略
を
盛
に
引
用
し
て
ゐ
ま

す
の
で
'
羽
円
先
生
か
ら
も

一
部
購
ひ
題
-
や
う
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
｡
し
か
し
未
だ
/に
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
｡
民
国

二
十
三
年
春
'
顧
廷
棺
が
願
誼
剛
と
縁
遠
に
旅
行
し
た
時
'
通

志
館
に
立
寄
り
そ
の
架
上
に
鐘
綬
遺
志
の
あ
る
の
を
見
､
そ
の

引
用
書
中
に
稀
親
の
も
の
が
多
い
の
で
そ
れ
を
寛
し
取
っ
て
璃

買
牛
月
刊
二
番
七
期
に
綬
遠
方
志
願
爪
と
施
し
て
掲
載
し
て
ゐ
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ま
す
｡
そ
の
中
に
も
露
程
識
略
が
奉
げ
て
あ
り
ま
す
｡
北
京
腐

書
館
の
は
近
年
青
真
贋
に
操
っ
た
も
の
で
､
.青
寛
虞
で
あ
る
が

故
に
却
っ
て
北
京
に
残
さ
れ
た
の
で
す
｡
縁
遠
通
志
の
編
等
に

は
北
京
闇
書
館
の
謝
固
相
な
ど
も
従
事
し
て
ゐ
る
こ
と
で
す
か

ら
､
或
は
通
志
館
に
こ
の
害
が
あ
っ
て
そ
れ
を
青
賓
虞
に
換
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
払
ま
す
.
北
京
樹
書
館
で
も
青
寛
虞
に

撮
る
程
で
す
か
ら
'
ま
あ
珍
本
で
せ
う
.
威
豊
十

1
年
に
出
来

上
っ
て
ゐ
ま
す
｡
著
者
は
張
曾
(字
は
小
蓑
)
山
西
幅
煤
の
人
で

す
｡
天

･
地

･
人

･
物
の
四
部
に
分
っ
て
ゐ
て

1
寸
襲
っ
た
方

志
で
す
｡
天
部
は
晃
野
･節
気
の
二
巻
'
地
部
は
沿
革
･
震
域

･

山
川
･古
鏡
･陵
某
･城
郭
･壇
廟
･寺
塔
･公
署
･官
拳
･
義
挙
･
教

場
･金
庫
･田
艦
･市
集
･筆
触
･碑
邸
･
村
荘
･
下
倫
の
十
九
番
'

入
部
は
蹴
蹄
･巡
幸
･官
制
･兵
防
･官
蹟
･賢
林
･使
臣
･寓
客
･史

鑑
･詩
詞
･土
獣
特
呼
固
克
鳳
の
十

一
巻
'
物
部
は
土
産

･
我
課

の
二
巻
､
そ
れ
に
補
遺

･
正
誤
の
二
巻
を
随
時
槍
入
し
､
都
合

三
十
六
巻
よ
り
成
っ
て
ゐ
ま
す
｡
天
部
の
記
事
は
科
挙
的
で
地

気
の
北
に
移
る
こ
と
を
官
設
し
て
ゐ
ま
す
｡
物
部
の
記
事
も
面

白
い
と
恩
ひ
ま
す
.
寺
塔
清
虞
寺
の
燦
に
､
回
教
徒
些
花
束
す

べ
て
肉
類
(諸
肉
)
は
食
ふ
こ
と
を
禁
じ
て
ゐ
た
の
だ
が
'
奮

い

者
が
ゐ
て
こ
の

｢藷
｣
を

｢
猪
L

の
字
に
攻
め
猪
肉
だ
け
を
禁

や
る
や
う
に
な
り
ヽ
以
前
よ
り
は
禁
を
寛
や
か
に
し
た
と
い
ふ

如
き
は
些
か
噴
飯
物
で
す
が
大
腰
興
味
深
い
芳
志
で
す
.
高
磨

恩
の
綬
遺
族
志
や
張
鼎
葬
の
線
束
も
こ
の
害
を
大
い
に
参
考
し

て
ゐ
ま
す
｡

張
心
事
の
官
海
浮
沈
銀
も
盛
に
こ
の
寮
を
引
用
し

て
ゐ
ま
す
｡
詳
細
は
他
日
に
譲
り
掃
綬
識
喝
の
こ
と
は
此
位
に

し
て
置
き
ま
す
｡
先
程
申
し
ま
し
た
侍
氏
編
修
の
縁
遠
通
志
盲

二
十
巻
も
印
刷
の
運
び
に
な
つ
,tJ
ゐ
る
と
の
こ
と
で
す
｡

そ
の
後
清
水
河
鹿
志

(北
京
励
書
館
所
蔵
の
を
寛
し
た
も
の

と
思
は
れ
ま
す
)
を
文
殿
閥
松
村
太
郎
氏
の
好
意
で
見
せ
て
貰

ひ
ま
し
た
.
自
分
の
好
み
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
'
他
の
盤
は
と

に
か
-
風
俗
の
部
は
面
白
い
と
忠
弘
ま
し
た
.
御
参
考
ま
で
に

そ
の
中
の
節
序
の
庭
を
抄
出
し
ま
す
｡

7

正
月
元
旦
｡
五
鼓
夙
興
｡
開
展
商
民
｡
焼
柏
葉
｡
放
花
煤
｡
離

陸
牲
鱒
絡
餅
.
焚
再
.
井
肥
大
地
面
紙
｡
謂
之
接
面
O
次
弗
組

先
輩
o
乃
長
幼
序
井
｡
要
明
親
族
隣
友
｡
各
五
胡
往
水
葬
賀
.

謂
之
弗
年
｡

初
五
日
.
俗
呼
是
日
展
破
五
｡
商
民
於
繋
明
時
｡
掃
室
中
綾
上
.

以
管
盛
之
.
迭
置
十
字
路
葬
.
名
残
迭
窮
.

十
五
日
｡
上
元
任
節
｡
入
夜
簡
術
中
｡
懸
燈
範
火
｡
有
扮
作
文



故
事
｡
滑
術
歌
唱
者
｡
名
鉄
歌
｡
有
扮
作
武
故
事
O
拾
得
舞
打

者
｡
日
融
火
｡
叉
有
以
竹
編
解
｡
用
色
紙
糊
飾

一
人
｡
枚
扮
美

女
春
船
中
O
治
術
瀦
行
｡
名
演
船
燈
｡
花
爆
盈
耳
｡
士
女
如
雲
Q

旗
覚
熱
間
｡

二
十
目
名
小
湊
倉
｡
二
十
五
日
名
宅
添
倉
｡
農
民
於
晩
問
｡
用

載
豹
或
油
獅
黄
米
朝
.
埠
作
燈
蓋
｡
沿
口
授
小
尖
携
.
接
月
計

敬
.
蒸
熟
時
｡
餌
荊
妻
中
水
之
多
寡
｡
以
-
某
月
雨
之
多
寡
｡

往
往
而
駿
.
是
日
以
櫨
中
之
栄
次
.
重
職
於
院
中
O
名
演
打
番
.

小
湊
倉
賓
園
内
埋
葬
豆
｡
老
添
倉
審
問
内
埋
黍
穀
｡
早
晩
倶
焚

香
於
内
.
至
晩
即
鮎
豹
燈
於
内
.
名
目
肴
奪
.

*

二
月
初
二
日
.
相
俸
以
悠
龍
撞
頭
目
｡
居
民
於
黍
明
時
o
用
木

桶
｡
向
井
汲
新
水
｡
中
放
銅
鋸
数
枚
｡
挑
鐘
室
｡
傾
入
紅
審
内
｡

名
目
引
鰻
龍
.
是
日
多
薙
頭
髪
｡
名
薙
指
頭
o

清
明
前

一
日
貧
寒
食
｡
是
日
俗
名
短
節
.
屠
民
家
豪
葬
祭
墳
登
｡

凡
新
婦
共
姑
必
領
之
以
祭
墳
｡
男
女
技
量
｡
以
大
柴
縄
｡
発
作

鍬
璃
銭
戯
o
又
以
参
酌
樫
作
鳥
形
.
名
寒
燕
鬼
.
以
供
鬼
女
之

嬉
玩
｡

*

凶
月
初
八
日
.
屠
民
入
聖
母
廟
｡
所
蒔
施
油
杏
.
而
婦
女
尤
盛
｡

有
婿
廟
中
泥
核
｡
用
紅
縄
栓
繁
者
｡
有
鮎
誌
於
身
上
者
｡
叉
有

将
泥
核
抱
撞
着
｡
名
馬
投
寄
鬼
女
.

十
八
日
.
古
城
披
締
鯛
帽
砦

讐

毎
歳
於
是
日
表

曾
芸

.

士
女
如
雪
｡
頗
稀
繁
盛
｡

*

五
月
初
五
日
｡
端
腸
節
｡
商
民
男
女
婦
｡
均
以
文
替
髪
｡
以
紅

葉
黍
米
精
米
篤
掠
｡

飲
雄
黄
桁
.
小
鬼
以
五
色
締
紐
.
繋
項
轡
.

名
目
鎮
兄
o
又
以
五
色
株
吊
.
作
麓
童
.
如
親
心
形
｡
内
装
雄

黄
蝋
於
身
｡
以
避
轟
毒
｡
農
家
於
是
日
｡
祭
的
蜂
｡
俗
名
祭
貯

坊
｡

二
十
五
日
｡
大
廟
在
来
閣
外
雷
頼
子
披
.
内
紀
龍
神
.
所
雨
塞

鷹
｡
毎
歳
於
是
日
｡
酬
紳
猷
戯
｡
商
民
需
集
｡
士
女
雪
屯
｡
稀

極
盛
雷
｡

I

六
月
十
三
日
.
小
廟

村
朗
詣

外

有
里
泉
寺
o
t勺
票

両
.

鍾

歳
於
是
日
拳
骨
｡
刑
牲
演
戯
｡
用
答
軸
床
｡

拳
闘
士
女
商
民
｡

無
不
威
往
瀞
観
｡
且
其
地
清
幽
｡
有
噴
泉

一
股
｡
澄
碧
甘
例
｡

内
有
長
生
揮
.
其
菓
蒼
翠
.
四
時
不
凋
.
他
庭
所
無
.

尤
稗
任

勝
.
是
日
商
人
雑
違
0
倍
以
拐
育
｡
携
酒
殻
O

席
地
両
壁
嬉
戯
｡

至
夕
而
還
｡
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七
月
十
五
日
｡
是
麓
中
元
｡
亦
名
鬼
節
｡
井
掃
粗
壁
｡

一
如
清

明
.
是
日
也
｡
居
民
用
参
酌
｡
蒸
作
美
人
形
O
蝕
蓬
威
男
o
以

供
鬼
女
之
嬉
玩
｡
比
戸
皆
然
｡

I

八
月
十
五
日
｡
中
秋
節
｡
商
民
以
月
餅
瓜
英
等
物
相
蝕
蓬
｡
入

夜
別
棟
設
瓜
果
月
餅
於
院
内
｡
焚
杏
叩
弗
｡
以
供
月
光
｡
然
後

劇
飲
欺
賞
｡
寛
タ
カ
罷
｡

*

十
月
初

一
日
.
亦
親
亀
節
｡
民
間
呼
鏡
歳
晩
.
井
祭
墳
慕
o
骨

如
清
明
中
元
.
並
勢
紙
麓
衣
｡
焚
於
墳
上
｡
或
於
夜
間
.
焚
之

門
外
｡
謂
之
迭
塞
衣
｡

冬
至
日
｡
居
民
於
是
日
｡
亦
井
祭
壇
某
｡
如
鬼
節
｡
但
賀
冬
之

頑
｡
久
磨
不
行
夫
｡
而
士
商
家
｡
有
於
是
日
以
紙
貧
相
｡
董
閤

其
中
｡
而
墨
染
之
｡
防
音
作
酒
客
観
音
｡

辛

十
二
月
初

一
日
｡
農
人
以
腕
豆
油
穿
妙
熟
｡
五
吏
後
車
家
威
食

之
.
名
目
唆
鬼
.
文
名
喫
草
.
其
習
俗
然
也
.

初
八
日
｡
居
民
合
着
豆
難
米
輝
.
和
東
煮
粥
｡
名
隠
八
粥
｡
農

家
五
史
時
卸
食
｡
俗
侍
誰
家
早
食
｡
来
年
禾
苗
早
熟
｡
農
人
打

置
泳
片
.
栽
立
糞
堆
中
o
名
臨
八
人
｡
俗
俸
馬
糞
申
不
生
轟
｡

叉
是
日
伶
人
春
開
帝
廟
中
｡
遜
衆
楓
経
｡
名
雪
山
合
｡
並
設
施

粥
飯
｡
以
演
窮
因
鍔
.

二
十
三
日
｡
喚
問
設
果
餅
錫
糖
於
笥
前
｡
焚
寄
集
酒
｡
以
祭
竃
｡

名
馬
送
電
紳
上
天
｡
此
後
数
日
.
諸
紳
朝
天
.
盲
無
禁
忌
英
｡

歳
除
目
｡
是
日
晦
日
｡
名
除
夕
｡
易
門
軸
｡
換
桃
符
｡
貼
春
聯
｡

爆
竹
盈
耳
｡
豪
家
卑
幼
人
等
｡
羅
井
於
尊
長
之
前
｡
以
攻
井
韓
｡

名
演
解
義
｡
老
幼
固
飲
歌
語
｡
亦
有
通
暫
不
蘇
者
O
名
目
守
年
.

又
名
来
年
｡
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以
上
は
巻
十
六
風
俗
中
の
節
序
の
鬼
を
抄
出
し
た
の
で
す
が

.
巻
五
古
鏡
の
胴
包
の
傑
下
に

｢
附
近
蒙
古
於
毎
年
六
月
六
日
｡

宰
犠
牲
｡
具
杏
猪
｡
粕
牽
前
乗
猷
寮
｡
名
目
祭
隅
包
｡｣
と
い
ふ

記
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
'
附
け
加

へ
て
お
き
ま
す
｡


